
松本平から、新しい社会の仕組みを実装する。

今「脱炭素」は、地域の資源を活かしながら新たな価値を創り出すイノベーションの最前線！

これからの地域経済を牽引する、強力なエンジンとなります。

本イベントでは、松本平の経営層・若手・学生が集い、立場を超えて学び本音で対話します。

学生にとっては、地域脱炭素を「キャリアの武器」に変えるチャンス。

企業にとっては、多様な視点からビジネス変革のヒントを得る場となります。

松本平を、社会実装の最前線へ。世代を超えた連帯で、地域の未来をアップデートしませんか。

開催日時

開催場所

参加費

ターゲット

松本平ゼロカーボン未来トーク
〜松本平の資源を力に、新しい経済のスタンダードをこの街から〜

3/19 14:00‐17:00(木)

無料

お申込みはこちら

事業者：松本平ゼロカーボン・コンソーシアム会員・脱炭素に興味がある事業者

学生：気候変動及び脱炭素を学びたい学生・就職を検討している学生

懇親会に参加する方のみ：4,500円程度　

主催：松本平ゼロカーボン・コンソーシアム　/　サザンガク　

問い合わせ：松本平ゼロカーボン・コンソーシアム事務局　松本市環境・地域エネルギー課　電話：0263-34-3268　メール：s-kankyo@city.matsumoto.lg.jp

申込締め切り3/16(月)

一般社団法人　日本気候リーダーズ・パートナーシップ（JCLP）事務局長

1974年生まれ。株式会社三和銀行（現三菱東京UFJ銀行）、投資顧問会社でのESG専門リサー

チャー、環境戦略研究機関主任研究員を経て、2025年7月より現職。

2005年ルンド大学（スウェーデン）産業環境経済研究所修士課程修了（環境政策学修士）。

キャリアを通じて気候変動と企業の関わりについての研究、実践活動を実施。

受賞歴：2010年度　エネルギー・資源学会　第14回茅奨励賞など。主な著書に「脱炭素経営

入門（日本経済出版社）」「入門テキスト国際経営（中央経済社）」がある。

基調講演

松尾雄介氏

※自治体や大学、NPO等の参加も歓迎

信毎メディアガーデン
長野県松本市中央2-20-2
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地域をリードする脱炭素企業が集結 本音でつながる、
未来をアップデートする対話

産学官連携による脱炭素プラットフォーム

「環境」と「経済」が両立する自立した地域づくりを目指す

重点テーマによる具体的実践と相互学習の場

松本平地域の先進企業が多数参加！経営層や現場

で活躍する若手職員と一度に対話できる貴重なチ

ャンスです。複数の業界・職種の「リアルな裏

側」を一度に聞けるのが、本イベント最大の魅

力！

14:00‐14:10　オープニング

14:10‐15:00　基調講演　「気候変動と脱炭素ビジネスの潮流」

15:05‐15:45　クロストーク　「松本平×脱炭素の現在地を問う」

15:45‐16:00　休憩

16:00‐16:45　グループトーク

16:45‐17:00　クロージング

17:00‐17:30　フリータイム

お申込みは右の
QRコードから▶︎

参加しやすいカジュアルな
イベントです！ぜひお気軽
にお申込みください♪

世界が動く新しい経済ルールを
インストール！
脱炭素は今や企業の生存戦略です。売上高計138
兆円超の加盟企業を擁するJCLPの松尾氏が登壇。
脱炭素をビジネス戦略に組み込み、地方からフロ
ントランナーとして脱炭素に挑戦し ていくための
考え方を示します。第一線の知見から、脱炭素を
経営やキャリアの武器にする視点を学びます。

堅苦しい説明会ではなく、松本平の未来をテーマ

に企業の担当者とフラットに語り合いましょう。

会話を楽しみながら、参加者の「人柄」や「熱

量」を体感。立場を超えた交流から、新しいアク

ションが生まれます。

主催：松本平ゼロカーボン・コンソーシアム　/　サザンガク　
問い合わせ：松本平ゼロカーボン・コンソーシアム事務局　松本市環境・地域エネルギー課　電話：0263-34-3268　メール：s-kankyo@city.matsumoto.lg.jp

申込締め切り3/16(月)

注目ポイント

タイムスケジュール（予定）

クロストーク登壇者

株式会社アスピア　代表取締役社長
百瀬　方洋氏

上條　隆章氏
上條鋼材株式会社　代表取締役社長

株式会社フロンティア・スピリット　経営企画部　次長
小澤　浩氏

　アスピアは1961年創業、松本を拠点として長野県全域に事業を展開する建設・不動産会社です。ホテルや学校などの大
型建築、橋・道路などの土木工事、リフォーム、メンテナンス、設計、不動産の管理・売買など幅広く手がけています。ま
た、県内約6,000棟の三井ホームの施工実績を持つ地域密着企業です。松本平でゼロカーボンを実現するためには、建設業
界が担う役割が非常に大きいと考えています。私たちは自社の取り組みを積極的に共有し、地域企業や市民の皆様と共に、
持続可能な街づくりに貢献していきたいと思っています。ぜひ一度、『ASUPIA NEXT』へお立ち寄りください。

　 中小企業の多くが経営理念に「地域」を掲げていらっしゃる印象です。上條鋼材もいわゆる鋼材特約店業務にのみ執着
するではなく、地の利を活かし、地域独自の役割が創出できれば商材もサービスも多岐にわたると考え行動してきました。
令和７年度、第７９期経営計画に初の試みとなるエネルギー事業部立ち上げ準備を掲げ、山紫水明の地で、持続可能となる
ピコ水力発電装置の製造・販売を課題にし、素敵な仲間たちと取組を開始しました。まだ何も成してはいないのですが、こ
れまで全く接点の無かった方々と出会いや、しばらく遠退いていた学習する機会に日々充実と豊かさを感じております。

　 フロンティアスピリットは、長野県の中南信で産業廃棄物の収集・処分業、解体業をメインに事業を行っています。産
業廃棄物の収集・運搬、中間処理、リサイクル再資源化に至るまで、ワンストップで対応しています。不要なものを捨てる
のではなく、資源としてプラスに再活用できるように30年取り組んできました。一方でさらに取組みを進めなければ、数
年後に社会や顧客に選ばれなくなる怖さを感じています。そのため、建物解体で発生したゴミでクリーンな電気を作る。
50年間輸入していた建築材料をゴミから作る。一歩進んだ資源循環型の脱炭素社会の実現に挑戦しています。
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